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[町で輝く人たち]No.2…福母八幡宮41代宮司　佐藤美波さん（28歳）
神職を養成する大学を卒業後、平成27年から祖父の後を継いで福母八幡宮の宮司として活躍する佐藤美波さん。
佐藤さんは、全国的にも希有な20代の女性宮司で、歴史ある神社をもっと身近に感じてほしいと、
SNSを使った情報発信やヨガ教室など様々なイベントを企画しています。
この日は、暑い中、神職の衣裳に身を包み、８月６日午後６時から境内で開く「七夕祭り」の準備にいそしんでいました。
佐藤さんは、「皆さん、ぜひ福母八幡宮の七夕祭りにお越しください」とPRしました。
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令和元年度杵島武雄地区中学校総合体育大会

大会スローガン

中学校総合体育大会が、7月13日(土)から7月15日(月)に杵島･武雄地区内の各会場で行われ、
大町ひじり学園から軟式野球、バレーボール、卓球、剣道、サッカーに出場し、各競技に挑みました。
なお、剣道、バドミントン、柔道、陸上競技、空手道は県大会に出場します。
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バレーボール女子

卓　球

サッカー



ふるさと大町納涼まつり

東京2020オリンピック聖火ランナー募集

ひとり親のための「在宅就業に向けたパソコン講座」

4oh  machi

　安定した生活を送るため、ひとり親家庭の親に対して、子育てと仕事の両立が図りやすいITを使った在宅
就業や就労に役立つパソコン講座を開催します。
◆訓練内容　Word/Excel、パソコン・インターネット基礎、ビジネスマナーなど
◆対 象 者　佐賀県内在住のひとり親家庭(母子家庭・父子家庭)の親
◆訓練期間　9月20日(金)～11月22日(金)　※土日祝祭日を除く
◆訓練会場　佐賀市白山2丁目5-19(就業支援センター研修室)
◆受 講 料　無料　※テキストも無料配布
◆申込方法　郵送(申込用紙はセンターのホームページからダウンロード)
◆申込期限　8月26日(月)必着
◆そ の 他　駐車場の紹介と駐車代金の一部助成(指定駐車場を利用する場合のみ)
　　　　　　託児所の紹介と託児料金の一部助成(指定託児所を利用する場合のみ)
※応募状況により訓練コースの研修内容に変更が生じることがあります。
　　　　　〒840-0826 佐賀市白山2丁目5-19
　　　　　特定非営利活動法人 ひとり親ICT 就業支援センター
　　　　　☎(２６)３９００　　HPアドレス http://www.ict-wsc.org

詳しくは

◆実 施 日　令和2年5月10日(日)～5月11日(月)
◆募集期限　8月31日(土)まで
◆対 象 者 　平成20年4月1日以前に生まれた人。ただし、令和2年3月1日時点で、18歳未満の人は保護者
　　　　　　の同意が必要です。
◆走行場所　走行日時・場所は当選後に、東京2020組織委員会が別途指定します。
　　　　　　なお、佐賀県内の様々な場所が指定される可能性がありますので、
　　　　　　ご了承ください。
◆応募方法　＜HPアドレスからの応募＞ https://runentry.saga-s.co.jp/の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 応募フォームから応募
　　　　　　＜用紙による応募＞教育委員会事務局または公民館の窓口に備え付けている
　　　　　　　　　　　　　　　所定の応募用紙を事務局宛てに郵送、ファックス、メールのいずれかで送付
　　　　　〒840-8585　佐賀市天神3丁目2-23
　　　　　東京2020オリンピック聖火リレー佐賀県実行委員会聖火ランナー募集受付事務局
　　　　　☎(２０)４４５５　FAX(２０)５５７７　　　runentry@saga-s.co.jp

詳しくは

 

◆日　時　8月13日(火)　開　場：午後5時
　　　　　　　　　　　　まつり：午後6時～午後9時
　　　　　　　　　　　　花　火：午後8時30分～
◆場　所　町民グラウンド
☆プログラムは各戸に配布します。
※雨天時はグラウンド内の行事は中止し
ます。

※花火は小雨決行ですが荒天の場合は
中止します。

※会場周辺は交通規制により車の乗り入
れができませんので、徒歩でご来場く
ださい。

※駐車場として、役場、町公民館、九州住
電精密㈱、大町診療所を開放します。

お楽しみ
抽選番号付きうちわ
お楽しみ

抽選番号付きうちわ
先着

2000名に配布
先着

2000名に配布
「ふるさと大町納涼まつり」
開催のため、８月13日(火)
～14日(水)の２日間、休園
します。

ボタ山わんぱく公園
臨時休園のお知らせ

QRコード



定期的な検診でがんの早期発見を!!

大町町仏教会からのお知らせ（お盆のお供え物について）

～町の検診では、半日でいろいろながん検診を組み合わせて受けることができます～

　8月のお盆が近づいてまいりました。お盆が終わった後の
「お供え物」や「菰(こも)」等については、各ご家庭で処分し
ていただくことなく、今年も町内4か所のお寺で引き受けを
行います。ご安心してお盆をお迎えください。
◆引き受け期間　8月15日(木）・16日（金)の2日間

長徳寺(上大町)　☎(８２)２３７９
報恩寺(寺口)　　☎(８２)２４２８
神宮寺(本通)　　☎(８２)２５７４
西福寺(大黒町)　☎(８２)５５５３

◆引き受けができるお寺

※本堂の前に受付を設ける予定です。
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○がん検診の通知書は対象者全員に配布します（保険証の種類に関係なく受けられます）。
　※肺・胃・大腸がん検診は30歳以上が対象になります。
○通知に日程表や注意点を同封しています。受診前に必ずお読みください。
○検診期間は送迎を行います。詳しくは通知書でご確認ください。

◆検診場所　町総合福祉保健センター「美郷」
◆受付時間　午前8時30分～午前11時（子宮がん検診は午前10時30分まで）
※70歳以上の人や生活保護世帯は検診料が免除となります。
※年齢は令和2年3月31日現在を基準としています。
　　　　　子育て・健康課 健康づくり係　☎(８２) ３１８６

問診・便の潜血検査
（容器を配布し自宅で採便、後日回収）
≪回収日≫
9月2日（月）～6日（金）　　　
午前9時～午前11時30分   午後1時30分～午後3時

※30～44歳の希望者はHPV検査を同時に受診できます。

検 診 名

肺がん

胃がん

結核検診も同時
200円 問診・肺のレントゲン撮影

（問診の結果で痰検査の実施を判断）(痰検査500円)

(原則昨年受けていない人)

検 診 日（ 曜日 ）

対 象 者

30歳以上

900円 問診・胃の透視(バリウム)検査30歳以上

500円30歳以上

500円 問診・血液検査50歳以上男性

料 金 検　診　内　容
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／
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○○○○○○

○○○○○○

前立腺がん ○○○○○○

1,000円
問診・子宮頸部の細胞検査20歳以上女性子宮頚がん ○○

× ×

○○

無  料 問診・腕のレントゲン検査
40･45･50･55･60
65･70歳女性骨粗鬆症

×

○
× ×

○○

(昨年受けていない人) 1,000円 問診・マンモグラフィー検査40歳以上女性乳がん
(要予約) ○○○

×

○○

詳しくは

がん検診を受けて
「健康ポイント」を
ゲットしよう!!

がん検診を受けて
「健康ポイント」を
ゲットしよう!!
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oh  machiの情報
町営住宅空き室情報

　　　　　　　　　　　　※令和元年6月30日現在
犯罪発生件数45件(うち窃盗犯29件)
窃盗犯の主なもの
　自転車盗7件、万引き4件、車上狙い3件、
　空き巣・忍び込み等8件

白石署管内　犯罪の発生状況

介護保険負担限度額認定の更新申請について
　現在お持ちの「介護保険負担限度額認定証」は
有効期限が7月31日(水)までとなっており、今後
も介護保険の施設サービス及び短期入所をご利
用予定の人は更新申請が必要です。更新申請は8
月30日(金)までに行ってください。
◆申請に必要な書類
　･介護保険負担限度額認定申請書
　･同意書　※本人または配偶者の押印が必要
　･預貯金等の資産状況を確認できるものの写し
　　　　　杵藤地区広域市町村圏組合
　　　　　介護保険事務所 給付係
　　　　　　　　　　☎０９５４(６９)８２２１
　　　　　福祉課 高齢者支援係
　　　　　　　　　　☎(８２)３１８７

陸･海･空自衛官募集(一般曹候補生･自衛官候補生)
◆受験資格　18歳以上33歳未満の人
◆応募締切　9月6日(金)
　　　　　　※自衛官候補生は随時受付
　　　　　自衛隊佐賀地方協力本部
　　　　　武雄地域事務所
　　　　　☎０９５４(２３)８３０４

（団地名）　　　（空き室状況）　　（予備者登録数）
・京ノ尾団地　　　 2戸　　　　　 0件
・浦川内団地　　　1戸　　　　　  2件
※杉谷団地、千場団地、泉団地については、
　入居募集を行っていません。

おおまちInformationInformation
令和元年6月分 町長交際費

※令和元年7月16日現在

農林建設課 管財係　☎（８２）３１５１詳しくは 詳しくは企画政策課 広報統計係　☎（８２）３１１２

金額

件数

15,000円

3件

20,000円

4件

合　計種別 慶祝

5,000円

1件

弔慰

詳しくは

詳しくは
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す
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チ
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意
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い
!!

月替わりの特売を
店内にて行っています。ご来店ください。

肉屋直営
黒毛和牛専門店

大町TEL0952-82-2475

三夜待デー

焼肉三夜待
毎月3日・13日・23日 肉類が旨い・安い

月末29日



介護保険要介護（要支援）認定更新の手続きはお済みですか

児童扶養手当の現況届について

　介護保険要介護(要支援)認定の有効期限が、9月30日(月)までの人で、
引き続き、要介護認定を希望される人は、9月30日(月)までに役場福祉課
で更新の手続きをしていただく必要があります。お手元の介護保険証で
ご確認ください。

 

町内各機関
電話ご案内

oh  machi7

詳しくは 福祉課 高齢者支援係　☎（８２）３１８７

困りごと相談

 

役場(代表) 
総務課  
企画政策課  
町民課(窓口)  
〃 (国保年金係)  
〃 (税 務)   
生活環境課  
農林建設課  
会計課 
議会事務局
教育委員会事務局
福祉課(福祉)  
福祉課(介護) 
子育て・健康課 
暮らし相談室 

公民館
スポーツセンター 
老人福祉センター
大町ひじり学園
　小 学 部
　中 学 部
学校給食センター
大町保育園 
大町郵便局 
大町東郵便局
大町幹部派出所
(緊急通報は、局番なし110)

大町消防分署
(緊急通報は、局番なし119)

社会福祉協議会
情報プラザ
(ひじりの里)

＊仕事が長続きしない
＊仕事が決まらない
＊生活費に困っている　など

　生活の不安や心配ごとなど
お気軽にご相談ください

佐賀県生活自立支援センター
受付　午前10時～午後８時
　　　☎（２０）００９５

無料

☎ 82-3111
☎ 82-3111
☎ 82-3112
☎ 82-3113
☎ 82-3114
☎ 82-3115
☎ 82-3116
☎ 82-3151
☎ 82-3156
☎ 82-3159
☎ 82-3177
☎ 82-3185
☎ 82-3187
☎ 82-3186
☎ 82-3152

☎ 82-2177
☎ 82-4644
☎ 82-5082

☎ 82-2036
☎ 82-3341
☎ 82-2461
☎ 82-2165
☎ 82-2042
☎ 82-2200
☎ 82-3121

☎ 82-3950

☎ 71-3001

☎ 82-2500

0800-200-4373

防災行政無線電話応答
サービス（通話料無料）

　現在、児童扶養手当の支給を受けている人は、毎年8月中に現況届を提出す
ることになっています。現況届の提出がない場合は、児童扶養手当の受給権を
失うことになります。該当者には案内を送付していますので、各自確認の上、手
続きを行ってください。
　　　　　子育て･健康課 子育て支援係　☎(８２)３１８６

農業者年金に加入しましょう
　農業者年金は、農業者だけが加入できる公的年金制度です。国民年金＋農業
者年金で安定した老後の設計を!
◆農業者年金の加入資格
　･国民年金第1号被保険者の人　･20歳以上60歳未満の人
　･年間60日以上農業に従事されている人
※配偶者や後継者など家族農業従事の人も加入できます。
※支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象となります。
※認定農業者など一定要件を満たす人は、保険料の国庫補助があります。
　　　　　農業委員会事務局　☎(８２)３１５１

詳しくは

ひとり親家庭等医療費助成更新手続きについて
　ひとり親家庭等の医療費助成金の受給資格は、毎年8月に資格の更新を行い
ます。手続きをしない場合は、8月31日（土）で資格が喪失します。また、受給資格
認定手続きをされてないひとり親家庭等(ひとり親家庭や父母のいない児童)
の人は、申請手続きをお願いします。ただし、所得制限があります。
◆更新時必要書類
　･ひとり親家庭等医療費受給資格証　･健康保険証　･印鑑
　･児童扶養手当証書または遺族年金証書
　　　　　子育て健康課 子育て支援係　☎(８２)３１８６詳しくは

詳しくは

特別児童扶養手当･特別障害者手当･障害児福祉手当の所得状況届について
　現在、特別児童扶養手当･特別障害者手当･障害児福祉手当を受給されてい
る人は、毎年8月1日以降に、手当を継続して受けることが可能かどうかを確認
するため所得状況届を提出していただく必要があります。手当を受給されてい
る人には、案内を送付しますので、手続きをお願いします。
　　　　　福祉課 福祉係　☎(８２)３１８５詳しくは

人口 転入 転出 出生 死亡 前月比

ひとの動き
（単位：人）

※令和元年6月30日現在　（住民基本台帳）

  2
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   12
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   2
3
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   3
3
6

-11
- 8
-19

男
女
総数

2,968
3,460
6,428

◎世帯数　2,736世帯（前月比－9世帯）　　　　



武雄看護学校准看護科　社会人入学生募集

第36回老人趣味の会「作品展・演芸大会」

令和元年9月県営浦川内団地入居予備者募集

応急手当講習会を開催します

～町社会福祉協議会・町老友クラブ連合会共催～

8oh  machi

◆試験区分　社会人入学試験(前期)
◆募集人員　35人　※高校推薦･社会人入試(前期･後期)･一般入試(前期･後期）合わせて
◆受験資格　高等学校卒業後、5年以上の職歴を有する人
◆受付期間　8月19日(月)～8月30日(金)　午前9時～午後4時
◆試 験 日　9月7日(土)
◆試験会場　武雄看護学校
　　　　　武雄看護学校 准看護科　☎０９５４(２３)７１７１詳しくは

【作品展】
◆受付期間　9月10日(火)～9月11日(水)
　　　　　　午前9時30分～午後4時
　　　　　　※ただし11日(水)は午前中
◆受付・展示場所　町総合福祉保健センター「美郷」
　　　　　　2階ロビー
◆展示日時　9月12日(木)～9月14日(土)
　　　　　　午前10時～午後4時
　　　　　　※ただし最終日14日(土)は午前中
◆出品作品　絵画・水墨画・写真・書・工芸・手芸
　　　　　　生花・盆栽・編物・その他
◆表 彰 式　9月14日(土)　場所「美郷」2階大広間
　　　　　　午前9時30分～午前10時
              　※特別賞他出品者全員へ記念品を贈呈

【演芸大会】
◆日　時　9月14日(土)　表彰式終了後
　　　　　午前10時～正午
◆場　所　町総合福祉保健センター「美郷」2階大広間
◆内　容　フラダンス・民謡・大正琴・吟詠・謡曲
　　　　　リズムダンス・社交ダンス・歌謡・日舞など

【その他のイベント】
8月21日(水)　グラウンドゴルフ大会(町民グラウンド)
8月22日(木)　ゲートボール大会(オリオンプラザ）
8月30日(金)　囲碁大会(老人福祉センターひじり)

詳しくは

◆募集団地　大町町「浦川内団地」4棟
　　　　　　※単身入居が可能です。
◆申込書配付　9月2日(月)から
◆申込受付　9月5日(木)～9月11日(水)　※8日(日)を除く
◆受付時間　午前9時～午後7時
◆受付場所　武雄総合庁舎別館　指定管理者川原建設(株)武雄管理室
◆申込方法　申請書と添付書類を提出してください。
◆添付書類　入居する家族全員の平成30年度分の所得証明書または源泉徴収票
◆公開抽選日　9月18日(水)
◆抽選会場　武雄総合庁舎別館　会議室
　　　　　指定管理者川原建設(株)武雄管理室　☎０９５４(２６)０５２２詳しくは

　9月9日(月)の「救急の日」、9月8日(日)～9月14日(土)の「救急医療週間」に伴い、町民向けの応急手
当講習会を開催します。
　講習会では、AEDの使い方や心臓マッサージ、ケガをした時の対処法など、いざという時、必ず役に立
つ講習を現場経験豊富な救急隊員が指導します。
◆日　  時　9月14日(土)　午前10時～午前11時30分
◆場　  所　町総合福祉保健センター「美郷」
◆応募締切　8月31日(土)
※当日は、飲料水を持参して、動きやすい服装でお越しください。
　　　　　白石消防署大町分署　☎(８２)３９５０詳しくは

老友クラブ連合会（老人福祉センターひじり）
☎（８２）５０８２
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大町町教育委員会学校教育だより41
大町ひじり学園は地域と共にある小中一貫校です！！

学校給食費完全無償化
　ひじり学園の学校給食費については、これまで町が一部補助を実施してきました。物価上昇に伴う材料費と合
わせた増額費用については、町で負担するなど、給食費徴収額は据え置きとしながらも、保護者の意見も踏まえ
て、メニューの充実や給食提供日数の増加を行ってきました。また、平成28年度から多子世帯及びひとり親世帯の
給食費の減免を実施してきたところです。
　今回、水川町長の取り組む子育て支援策の一環として、議会の可決を経て、令和元年7月分から、町内在住のひ
じり学園児童生徒及び町内在住で町外の学校給食を実施する義務教育学校に通う児童生徒を対象に学校給食
費の全額を補助することとなりました。
　ひじり学園児童生徒については、ひじり学園PTAをとおして一括補助します。町外の義務教育諸学校に通う児童
生徒については、個別に対応します。
　今後も、大町町給食センターでは、献立委員会の意見を踏まえながら、栄養教諭を中心に、栄養価を第一に考え
たメニューで、安全で充実した美味しい給食を提供し、食育の推進を図っていきます。
＜Q&A>
Q：対象者は？
A：大町町に居住し、ひじり学園または、学校給食のある他の小中学校や県立学校(義務教育)などに通学する児童
　生徒の保護者が対象になります。
　ただし、国や他の機関から給食費の補助を受けている人はその補助を差し引いた金額が対象になります。

Q：手続きが必要なの？
A：「大町町学校給食費補助金申請書」の提出が必要になります。ただし、ひじり学園に通学する児童生徒の保護
者については、補助金の受取りや給食費の支払いをひじり学園PTAが代理で行うことになります。町がPTAに交
付する補助金を活用し、PTAが代理で保護者の給食費を納付しますので、7月以降は給食費を納付する必要は
ありません。

Q：今までの給食費はどうなるの？
A：令和元年7月分以降が対象となるので、6 月以前の過去の給食費については納付していただく必要があります。
また、既に令和元年7 月分以降を納付されている保護者については、払い戻しを行います。

○教育委員会事務局  学校教育係　☎（８２）３１７７

大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより

　スポーツは、体を動かすという人間の本源的
な欲求に応え、精神的充足をもたらすものであ
る。このようなスポーツをすることに伴う「楽し
さ」や「喜び」こそがスポーツの有する価値の
中核であるが、同時に、スポーツは、健康の増
進、これを見る人に対する感動や共感の喚起、
地域社会の活性化等多面的な価値を有する。
　スポーツの普及･振興等の重要な担い手と
なっているのがスポーツ団体である。
　地域には、様々なスポーツの種目や領域に応
じて、多くのクラブやチームがあり、その上部団
体として、市町村や都道府県の競技団体があ
り、これらを統括する組織として、中央協議団
体がある。
○遊ゆうスポーツクラブ事務局
　南川　☎０９０（８３９４）３４５４



詳しくは 大町町商工会 ☎（82）5555

ふるさと発見 思い出のアルバム
その22

思い出のアルバム
その22SWN SWN WN WN WN SWEN商 工 会

おおまち
れあい広場
ふ
れあい広場
ふ

このコーナーに掲載ご希望の方は
企画政策課広報統計係まで
ご連絡ください。    （82）3112

内部(上)面倒だったフィルム
掛けも後年は自動化された

外観(左)
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　思い出のアルバム22ページ目は「8ｍｍ」シリーズの最後、映写機です。
　趣味人の知り合いから借りた8ｍｍカメラで撮影した特別なイベントのフィル
ムが現像所から返ってくると、今度は映写機を借りて上映会となります。白漆喰の
壁や、梁に画びょうでとめたシーツなどに投影される
映像は無音で、不鮮明な上に長さも数分程度ですが、
スナップ写真が希少な時代には上映会自体もちょっ
としたイベントでした。
　また今日ではＤＶＤやブルーレイで市販されている
ような、プロが作成した映像の教材用の映像なども
あり、地区の公民館で巡回上映会が催されたり、様々
な啓発活動の視聴覚教材として使用されたりもしま
した。この映写機も現役時代は各分館を巡回したも
のと思われます。
　平成1桁の終り頃、採用間もない筆者は人権啓発事
業で当時出始めの液晶プロジェクターとビデオデッ
キを持って各地区を回りましたが、機械の重さに辟易
していると「前回は16ｍｍ映写機を担いで回ったか
ら今回は楽だ」と先輩職員に言われた思い出があり
ます。パソコンはともかく、プロジェクターですら週刊
誌サイズになっている今日では、それらも「思い出の
アルバム」入りの機械だと言えそうです。

　経営支援から地域経済振興まで幅広く
活動を行っている、そんな商工会で一緒に
仕事をしませんか。
●募集職種等：経営指導員研修生　若干名
●申込期間：
　10月１日（火）～10月21日（月）
　※郵送は21日消印有効
●受験資格：大学（短大を除く）卒業者で
　　　　　 あって平成31年4月1日現
　　　　　 在で満28歳未満の人
●一次試験（筆記）　
　11月10日（日）
●二次試験（面接）
　11月28日（木）
※一次試験合格者対象
　詳細は佐賀県連合会HP“連合会NEWS”
に掲示している「令和元年度職員採用試験
の実施について」をご確認ください。
http://www.
sashoren.ne.jp/rengoukai/
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夢に見る大町炭鉱
北島さんが炭鉱絵画を町へ寄贈子どもたちの通学路を点検

通学路合同点検

6月19日

6月26日
　昭和23年から昭和44年まで杵島炭鉱に勤務されて
いた北島省巳さんが町役場を訪れ、油彩画「夢に見る
大町炭鉱」を町へ寄贈しました。
　趣味で油彩画を描いている北島さんは、平成31年3
月に自身の100歳記念作品展を開催し、そこで展示し
ていた作品の1つを、杵島炭鉱閉山から50周年を迎え
る地元のためになればという思いから町へ寄贈され
ました。
　北島さんが今でも夢で見るという当時の様子を描い
た作品には、杵島炭鉱のシンボルであった二本煙突や
杵島炭鉱変電所が描かれています。

　交通対策協議会、交通安全指導員会、白石警察署、
学校関係者、町職員等が一堂に会して、通学路安全対
策箇所を現地点検しました。
　今年は、交通安全に加え、防犯・空き家・ブロック塀
対策の視点での点検や協議も行い、今後、対策が必要
と判断された箇所については、関係者で対策内容を
検討し、計画的に改善されます。

　ひじり学園の児童が、校舎北側の吉村衛さん(道金町)のほ場で「代掻き」と
「田植え」を体験しました。
　これは、小学部5年生を対象に、苗づくりから稲刈りまで、お米ができるま
での過程を体験することで、米づくりの大変さと食の大切さを学ぶことを目
的として毎年行われています。
　6月21日の「代掻き」では、児童たちは水田を走り回り、泥かけ合戦をし、体
中が泥だらけになりながら事前に田んぼをならしました。
　6月25日の「田植え」では、自分たちが種まきから大切に育てた苗を、ひと
つひとつ丁寧に植えていきました。
　今後は、9月末に収穫体験を予定しており、児童たちは鎌を使って手刈で米
の収穫を行います。

お米をつくろう!
ひじり学園5年生代掻き･田植え体験

6月25日
21日
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誰もが「RE:スタート」できる社会に
第69回社会を明るくする運動大会

国際交流と語学指導に貢献
トーマス先生がJET絆大使に任命

7月17日

夏がきた!!
保育園プール開き

古賀冨士男元町議会議員が旭日単光章を受章

地域福祉の推進や
農業の振興に貢献

7月8日

7月19日

7月 1日13日

　7月は「社会を明るくする運動」の強化月間･再犯防止
啓発月間です。この運動は、非行や犯罪のない安全･安
心な地域づくりを目的とした全国的な取り組みで、今
年で69回目を迎えました。
　期間中の7月1日、佐賀県知事の「社会を明るくする運
動」のメッセージが水川町長から武雄地区保護司会大
町支部と更生保護女性会へ伝達され、その後、町内を巡
回し広報活動が行われました。
　また、7月13日には「社会を明るくする運動大会」が町
総合福祉保健センター「美郷」で開催されました。
　ハンドベル虹の会によるハンドベルの演奏で大会が
始まり、更生保護に関する取り組みの報告の後、大町煉
瓦館事務局長の江
口正勝さんが「大
町煉瓦館活動と地
域社会～明るい社
会を作るための試
み」と題して講演
を行いました。

　ひじり学園のALT(外国語指導助手)として、英語教育
に携わってきたトーマス先生が総務大臣から「JET絆大
使」として任命されました。
　これは、「語学指導等を行う外国青年招致事業(JETプ
ログラム)」を通じて国際化の推進に尽力された多大な
功績をふまえ、今後も町とトーマス先生の母国との友
好関係の「絆」を深めていただくことを目的として、総
務大臣が任命するものです。
　トーマス先生は今後も、ひじり学園の児童･生徒や大
町保育園児の英語教育を継続されます。

　高齢者叙勲が6月1日に発表され、公務などで多大
な功績を挙げられた人などに贈られる「旭日単光
章」を元町議会議員の古賀冨士男さん(下大町)が受
章されました。
　古賀さんは、昭和54年から平成11年までの5期20
年の永きにわたり町議会議員を務められ、在職中は
在宅福祉の充実をはじめ、地域高齢者包括システム
の確立と高齢者のニーズに対応する地域福祉事業
を提言し、町総合福祉保健センターや特別養護老人
ホームの建設推進に尽力されました。
　また、社会福祉協議会評議員として、民生委員や
障害者団体等各種団体が抱える様々な福祉問題を
理事会で取り上げるなど地域福祉を推進したほか、
農業委員会委員も務められ、優良農地の確保とその
有効活用を進める農業行政をはじめ、農業者の経営
･生活の安定を図るための情報発信するなど、様々
な分野において町の発展のために尽力されました。

　大町保育園児たちの夏がやってきました!!
　大町保育園のプール開きが行われ、この日を心待
ちにしていた園児たちは、準備運動を済ませ、ひんや
　　　　　　 り気持ちいいプールを一目散に目指
　　　　　　　し、 水を掛け合いながら、冷たい水
　　　　　　　　しぶきに歓声をあげました。

▲左から、船木教育長、トーマス先生、尾﨑校長
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8月11日から9月8日までの「日曜・祭日在宅医当番日」は次のとおりです。
外　科

9 5

江北町

白石町

白石町

大町町

江北町

白石町

川﨑整形外科医院　☎(82)5551

森外科医院　☎0954(65)2059

高島病院　☎0954(65)3129

白石共立病院　☎(84)6060

藤井整形外科病院　☎(84)5880

重村医院　☎(84)2656

大町町

白石町

白石町

白石町

白石町

白石町

11

12

18

25

1

8

8

8

8

8

　9

　9

日

日

日

日

日

日

月

月

月

月

月

月

日

月祝

日

日

日

古賀小児科内科病院 ☎(86)2533

副島医院　☎(84)2205

有島病院　☎0954(65)4100

戸原内科　☎(82)2051

藤崎医院　☎(86)3231

溝口医院　☎0954 (65)2046

日

oh machi 14

8月4日～
  　　9月7日

  8月  8日(木)、8月22日(木)
  
  

午前9時～正午
携行品◇妊娠届出書
　　　　マイナンバーカード又は
　　　　通知カードと写真付きの
　　　　身分証明証、印鑑　　

(病院で発行の場合)、

※日程が合わない方は、
　事前にご相談ください。

母子健康手帳交付日／「美郷」

【夏バテ対策】
  9月  2日(月）午後1時～午後1時30分(受付)

対象者◇令和元年6月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

2か月児相談／「美郷」

  8月22日(木)　午後0時45分～午後1時15分(受付)
対象者◇H30年8月、11月生まれ
　　　　H31年2月、 4月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

乳児健診／「美郷」

  8月  7日(水) 午前10時～正午
対象者◇未就園児と保護者
携行品◇水筒、タオル
内　容◇しゃぼん玉であそぼう 

子育てサークルもこもこ／「美郷」

  8月21日(水) 　午前10時～

デイケア／「美郷」

 8月  8日(木)、8月22日(木)
 

健康相談／「美郷」

もぐもぐ教室／「美郷」
  8月　9日(金)
　　

午後1時～午後1時15分（受付）
対象者◇3か月～12か月児と保護者
携行品◇母子健康手帳、エプロン

午前9時～正午
※子どもから大人までこころとから
　だの健康に関する相談を行ってい
　ます。
※赤ちゃんの体重測定や大人の体脂
　肪測定、血圧測定なども行ってい
　ます。

夏に次のようなことが増えることがありませんか？
□屋外と屋内の出入りが日中3回以上ある
□エアコンの設定温度は25℃以下である
□夜、なかなか眠れない
□１日の大半を冷房が効いた場所にいる
□イライラしがち
□頭痛や肩こり、むくみがひどくなる
□食べ物・飲み物は冷たいものをとりがち
　チェックが１つでもあったら、以下の対策を行いましょう。
◆服装に気をつける
　夏場は、冷房が効いたところが多いので、薄着
は禁物です。上着を羽織るなど調節しましょう。
◆湯船につかる
　夏はシャワーで済ませがちですが、湯船につか
る方が自律神経のバランスが整います。
◆からだを温める食材をとる
　冷房が効いた部屋で食事をとると体が冷えす
ぎてしまうことがあります。疲労回復の効果が高
い玉ねぎ・ニンニク・ネギなどを取り入れバラン
スよくとりましょう。



燃えないゴミ・缶類
（スチール・アルミ）

燃えないゴミ・缶類
（スチール・アルミ）

9 7

午後5時30分～午後7時
午後7時以降

生活環境課 環境衛生係 （８２）３１１６15

ペットボトル
古紙

燃えないゴミ
乾電池

2019年/令和元年

ごみの減量化にご協力くださいし尿汲み取りの休業日について

8 4
◆成年後見相談会
／午前10時  美郷
◆絵手紙教室
／午前10時  美郷

◆女性のための
　市町巡回相談
／午前10時  美郷
◆消費生活相談
／午前10時 役場
◆民生児童委員会
／午後1時30分 美郷

◆絵手紙教室
／午前10時　
　町公民館
◆消費生活相談
／午前10時役場

◆第10回大町町民
　ボウリング大会 
／午後0時30分　
　メリーランド
　タケオボウル

◆消費生活相談
／午前10時 役場

◆女性のための
　市町巡回相談
／午前10時  美郷
◆消費生活相談
／午前10時 役場

◆司法書士による
　無料相談
　(要予約)
／午後2時 役場

◆区長会
／午前9時30分　
　役場

　　

◆ふるさと大町納涼
　まつり
／午後5時
　町民グラウンド

◆消防団夏季訓練
／午前8時
　町民グラウンド

◆家計の困りごと
　相談室（要予約）
／午前10時　　
　美郷

◆無料法律相談
　(要予約)
／午前10時 役場
◆町長対話室
／午後5時30分
　役場

◆絵手紙教室
／午前10時  
　町公民館
◆町長対話室
／午後5時30分 役場

◆心配ごと相談
／午前10時  美郷
◆行政相談
／午前10時 役場
◆分館対抗ナイター
　ソフトボール大会

◆心配ごと相談
／午前10時  美郷
◆特設人権相談
／午前10時 町公民館
◆行政相談
／午前10時 役場

◆心配ごと相談
／午前10時  美郷

令和元年7月購入者から補助額を増額しました。

　町では、生ごみ処理器及びコンポスト購入者に対し、
補助金を交付しています。
◆補 助 額　購入金額の1/3 → 1/2
　　　　　　※限度額16,000円 → 30,000円
　　　　　　　（1,000円未満切捨て）
◆補助対象　1世帯１基まで

　お盆のし尿汲み取りの業務を以下の期間休業します。
町民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
◆休業期間　8月12日(月･祝)～8月15日(木)
　　　　　原田衛生社　☎(８２)２２１３

oh  machi

4 5 6 7 8 109
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11 12 13 14 15 1716

25 26 27 28 29 3130

1 2 3 4 5 76

振替休日山の日
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議会だより
6月定例会

今回提案された議案の概要は
次のとおりです。

○
大
町
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

収
集
運
搬
に
係
る
車
両
維
持

費
等
の
経
費
の
増
加
や
人
件

費
等
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

し
尿
汲
み
取
り
手
数
料
金
を

改
定
す
る
。

○
大
町
町
水
道
事
業
の
事
業
統

合
に
伴
う
関
係
条
例
の
廃
止

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

大
町
町
水
道
事
業
を
含
む
3

市
3
町
1
企
業
団
が
、
佐
賀

西
部
広
域
水
道
企
業
団
と
事

業
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

水
道
事
業
の
関
係
条
例
を
廃

止
す
る
。　

○
大
町
町
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
2
4
1
条
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
条

例
を
制
定
す
る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
元
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ

い
て

　

5
億
１
９
６
１
万
3
千
円
を

追
加
し
、
総
額
42
億
９
７
７

２
万
2
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
令
和
元
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　

93
万
5
千
円
を
減
額
し
、
総

額
9
億
9
2
6
8
万
2
千
円

と
な
り
ま
す
。

○
令
和
元
年
度
大
町
町
水
道
事

の
数
の
増
減
、
共
同
処
理
を

す
る
事
務
の
変
更
等
及
び
同

企
業
団
規
約
の
変
更
に
つ
い

て

　

佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業
団

の
水
道
事
業
統
合
に
よ
り
、

同
企
業
団
規
約
を
変
更
す

る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
早

　
期
実
現
を
求
め
る

　
　
　
　
中
　
山
　
初
　
代

議
員　

2
0
1
3
年
、「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
法
」
が
成
立
し
た

背
景
に
は
、
親
の
失
業
や
低
収

入
、
病
気
、
離
婚
な
ど
、
家
庭

の
経
済
状
況
の
悪
化
に
と
も
な

い
子
ど
も
の
貧
困
が
深
刻
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
貧
困
と
格
差
の
広

が
り
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
6

人
に
1
人
が
、
ひ
と
り
親
家
庭

で
は
、
2
人
に
1
人
が
貧
困
状

態
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

重
大
な
社
会
問
題
で
す
。
子
ど

も
の
貧
困
を
地
方
自
治
体
が
ど

う
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
打
開
し

て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
子
に
も
温
か
い
食
事
を
保

障
し
て
い
る
の
が
学
校
給
食
で

す
。
1
日
も
早
い
無
償
化
実
現

を
求
め
、
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ

る
の
か
問
い
ま
す
。

町
長　

学
校
給
食
の
完
全
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
中
の

若
い
世
帯
の
お
父
さ
ん
･
お
母
さ

ん
達
へ
の
更
な
る
支
援
の
拡
充

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て

他
の
議
案

他
の
議
案

条
　
例

条
　
例

予
　
算

予
　
算

業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
を
１
９
７
万
９

千
円
減
額
し
、
総
額
１
億
９

２
７
３
万
7
千
円
と
な
り
ま

す
。
収
益
的
支
出
を
２
４
９

万
９
千
円
追
加
し
、
総
額
1

億
9
7
2
1
万
5
千
円
と
な

り
ま
す
。
資
本
的
支
出
を
１

２
５
０
万
円
追
加
し
、
総
額

５
１
９
６
万
9
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
所
が
移
転
す
る
こ
と

に
伴
い
、
同
組
合
の
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
佐
賀
西
部
広
域
水
道
企
業
団

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

一般
質問
編集／大町町議会・大町町企画政策課
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応
援
施
策
に
加
え
て
、
公
約
の

1
つ
に
も
掲
げ
て
お
り
ま
し

た
。
早
急
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
今
議
会
に

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
承
認
方
宜
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
算
を
可
決
い
た
だ
い
た
後
、

本
議
会
終
了
後
の
7
月
分
か

ら
、
実
施
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
通
学
路
の
区
画
線
の
整
備
、

　
計
画
に
つ
い
て

議
員
　
中
島
地
区
の
開
田
団
地

か
ら
畑
ケ
田
ま
で
通
学
路
を
み

て
回
り
ま
し
た
。
恵
比
須
町（
五

差
路
）
か
ら
東
方
向
は
歩
道
の
区

画
線
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
浦
川
内
団
地
南
か
ら
保
育

園
へ
の
歩
道
の
区
画
線
を
早
急

に
実
施
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
。

町
長
　
通
学
路
の
路
側
帯
の
整

備
を
含
む
交
通
安
全
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
、
警
察
や
交
通
安
全
関
係

団
体
と
の「
通
学
路
合
同
点
検
」

を
毎
年
実
施
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
各
点
検
箇
所
の
対
応
策

や
整
備
実
施
計
画
を
策
定
し
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等

を
活
用
し
な
が
ら
財
源
を
確
保

し
、
順
次
、
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
大
町
保
育
園
か

ら
浦
川
内
団
地
ま
で
の
町
道
花

浦
線
と
畑
ケ
田
地
区
の
町
道
中

央
線
の
2
路
線
の
路
側
帯
整
備

と
、
ひ
じ
り
学
園
北
の
不
動
寺

線
と
大
町
江
北
線
の
交
差
点
の

安
全
性
を
高
め
る
改
善
計
画
を

立
て
て
お
り
、
今
回
の
補
正
予

算
に
も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
危
険
な
玄
海
原
発
、
3
･
4
号

　
機
の
廃
炉
を
求
め
る

町
長
　
玄
海
原
発
1
･
2
号
機
に

つ
い
て
は
、
電
気
事
業
法
に
基

進
補
助
な
ど
様
々
な
ソ
フ
ト
施

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同

時
に
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
ち
、
総
合
的
か
つ
、
よ
り

具
体
化
し
た
構
想
と
構
築
に
向

け
た
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
が
将
来
へ
の

活
路
を
見
出
す
上
で
重
要
な
の

で
は
と
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
「
住
民
の
メ
リ
ッ
ト

を
増
や
す
た
め
に
交
通
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
が
高
い
町
に
す

る
」
、
「
町
民
と
し
て
日
常
を
送

る
う
え
で
魅
力
的
な
街
並
み
を

造
る
」
な
ど
、
こ
の
町
を
ど
う

設
計
し
、
形
作
っ
て
い
け
ば
魅

力
あ
る
町
と
な
り
住
民
が
増
え

る
の
か
、
人
口
問
題
に
対
す
る

こ
れ
ら
ハ
ー
ド
面
に
関
し
た
町

づ
く
り
の
具
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
人
口
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と

創
生
法
」
に
基
づ
き
、
本
町
に

お
け
る
人
口
の
現
状
分
析
と
将

来
の
展
望
を
示
す
「
大
町
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
こ
れ
を
基

に
し
て
、
2
0
1
5
年
度
か
ら

今
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
取
り

組
む
政
策
を
ま
と
め
た
「
大
町

町
ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
平
成
28
年
2
月
に

策
定
し
て
お
り
、
議
員
の
皆
様

に
も
お
示
し
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
策
定
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
考
え
方
･
指
導
に
基

づ
い
て
お
り
、
大
町
町
で
は
4

つ
の
基
本
目
標
と
し
て
、
先
ず

1
番
目
に
「
活
力
あ
る
働
き
や

す
い
町
づ
く
り
」
、
2
番
目
に

「
人
が
集
う
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
」
、3
番
目
に
「
子
ど
も
を
生

み
･
育
て
や
す
い
町
づ
く
り
」、4

番
目
に
「
住
み
続
け
た
い
町
づ

く
り
」
を
定
め
、
そ
れ
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
施

策
や
事
業
を
掲
げ
そ
れ
ぞ
れ
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
日

本
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
人
口
増
加
政
策
に
は
ど
の

自
治
体
も
苦
慮
さ
れ
て
お
り
、

一
足
飛
び
に
人
口
が
増
え
る
効

果
的
な
方
法
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。

　
大
町
町
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
先
ず
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
目
指
し
た
子
育

て
支
援
や
教
育
、
安
心
を
担
保

す
る
防
災
減
災
対
策
、
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
や
絆
づ
く
り
、

づ
く
手
続
き
が
取
ら
れ
、
現

在
、
施
設
の
廃
止
撤
去
に
向
け

た
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
九
州
電
力

か
ら
説
明
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
･
4
号
機
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
規
制
基
準
に
適
合

し
、
す
で
に
地
元
の
同
意
を
得

て
通
常
運
転
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
私
が
、
玄
海
原
発
に

対
し
廃
炉
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
人
口
対
策
と
町
づ
く
り
の
ビ

　
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
　
諸
　
石
　
重
　
信

議
員
　
人
口
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
特
に
現
役
世
代
を
対

象
と
し
た
人
口
増
へ
の
取
り
組

み
は
、
町
民
福
祉
や
環
境
整
備

に
充
当
す
る
財
源
の
確
保
、
地

区
に
お
け
る
若
い
活
力
の
確
保

と
い
っ
た
面
に
お
い
て
も
重
要

と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
本
町
に
お
い
て
は
人

口
対
策
に
関
し
て
移
住
･
定
住
促

●町道花浦線
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買
い
物
環
境
な
ど
、
或
い
は
、

「
元
気
な
町
づ
く
り
」
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
多
岐
に
わ
た
り
大
町
町
に

合
っ
た
施
策
、
独
自
の
事
業
を

地
道
に
取
り
組
み
、
幾
重
に
も

重
ね
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
に
魅
力
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
わ

ば
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

魅
力
を
創
出
し
大
町
町
を
多
く

の
人
の
選
択
視
の
対
象
に
し
て

も
ら
う
こ
と
が
第
1
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
そ
の
た
め
の
受
け
入

れ
体
制
も
必
要
で
、
定
住
促
進

奨
励
金
に
加
え
、
移
住
促
進
賃

貸
住
宅
建
設
、
及
び
家
賃
補
助

等
に
よ
る
住
宅
建
設
の
促
進
を

は
じ
め
、
様
々
な
移
住
定
住
施

策
を
講
じ
、
選
挙
公
約
に
も
掲

げ
て
お
り
ま
す
通
り
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
元
気
な
町
、
暮
ら
し
や
す

さ
と
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
人
口

増
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
特
色
あ
る

町
づ
く
り
と
し
て
、
今
、
準
備

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り
」

で
す
。
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ま
た
、

2
0
2
2
年
に
は
、
佐
賀
県
で

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
銃
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大

き
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
身
近

な
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
は
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
と
感
動
、
そ
し
て
健

康
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢
献

し
、
人
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
大
町
な
ら
で

は
の
他
市
町
に
は
な
い
取
り
組

み
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
幸
い
に
大
町
町
は
、
ス
ポ
ー

ツ
政
策
協
定
を
リ
タ
･
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
彼
ら
の

意
見
等
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
そ
し
て
、
民
間

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
町
民
の

み
な
ら
ず
、
町
外
の
方
々
に

と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

を
行
い
、
一
般
事
務
、
保
育
士

い
ず
れ
も
40
歳
ま
で
の
人
が
受

験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
近
年
の
就
職
状
況
で
は
、
稀

に
み
る
売
り
手
市
場
と
い
わ
れ

る
中
で
、
人
材
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
期
的
･
安
定
的

に
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
受

験
資
格
の
上
限
年
齢
を
「
30
歳

以
下
」
か
ら
「
40
歳
以
下
」に

引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
卒
、
現
役
世
代
と
共
に
、

民
間
企
業
で
経
験
を
積
ん
だ
人

な
ど
多
様
な
人
材
を
公
募
し
、

即
戦
力
の
有
能
な
人
材
を
含
め

て
採
用
す
る
こ
と
が
狙
い
で

す
。

　
ま
た
、
職
員
採
用
試
験
の
周

知
に
つ
い
て
は
よ
り
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
町
の
広
報
紙
へ
の
掲

載
、
役
場
や
地
区
掲
示
板
へ
の

掲
示
、
町
内
回
覧
に
よ
り
試
験

の
実
施
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
に
よ
り
、
町
民
は
も

ち
ろ
ん
、
町
外
･
県
外
在
住
者
へ

も
広
く
周
知
徹
底
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

議
員
　
今
、
2
0
2
5
年
問
題

が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
団
塊
の
世
代
が
、
75
歳

以
上
と
な
り
、
日
本
で
起
こ
る

様
々
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
医

療
や
介
護
な
ど
の
負
担
と
給
付

の
割
合
が
大
き
く
変
わ
り
、
社

会
保
障
財
政
の
運
営
影
響
が
出

る
と
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
大

町
町
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
率

は
県
内
で
も
1
番
高
く
、
こ
れ

ら
の
問
題
も
避
け
て
通
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、

「
美
郷
」
を
活
用
し
、
生
き
が

い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

は
出
来
な
い
か
質
問
し
ま
す
。

福
祉
課
長
　
今
年
度
、
大
町
町

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
美

郷
」
で
計
画
し
て
い
る
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業

に
つ
い
て
は
、
運
動
、
口
腔
･
栄

養
の
講
話
、
脳
ト
レ
、
ス
ー
パ
ー

等
で
の
買
い
物
等
の
総
合
的
な

介
護
予
防
を
行
う
「
買
い
物
支

援
付
き
介
護
予
防
教
室
」
等
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
た
め
の
生

き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
的
な
可
視
化

さ
れ
た
大
町
町
の
賑
わ
い
に
つ

い
て
は
、
公
共
施
設
の
建
て
替

え
の
時
期
が
来
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
内
外
の
方
々
に
も
魅
力

あ
る
建
物
と
な
る
よ
う
に
、
今

後
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
大
町
町
職
員
　

　
採
用
試
験
に
つ
い
て

　
　
　
　
鶴
　
崎
　
敏
　
彦

　議
員
　
一
般
事
務
及
び
保
育
士

の
採
用
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ

て
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
町
民
が
知
ら
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
町
民
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
周
知
徹
底
を
図
ら
れ

た
の
か
質
問
い
た
し
ま
す
。
明

確
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
長
　
大
町
町
の
職
員
採
用
試

験
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
受

験
資
格
年
齢
の
上
限
の
見
直
し
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つ
き
ま
し
て
は
、
佐
賀
県
農
業

協
同
組
合
に
委
託
し
、
江
北
町

の
寄
り
合
い
所
「
す
い
れ
ん
」

に
お
い
て
送
迎
も
含
め
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
等
に
対
し
、
通
所

に
よ
り
生
き
が
い
活
動
等
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
的
孤
立
感
の
解

消
及
び
自
立
生
活
の
助
長
を
図

る
所
期
の
目
的
を
円
滑
か
つ
適

切
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
充
足
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
砂
町
の
沈
殿
バ
ッ
ク
の
耐

　
震
が
気
に
な
る
が

　
　
　
　
藤
　
瀬
　
都
　
子

議
員
　
耐
震
年
数
は
建
物
･
構
造

物
に
よ
っ
て
異
な
る
と
お
も
い

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
40
年
と

聞
き
ま
す
。
高
砂
の
沈
殿
バ
ッ

ク
は
、
40
年
を
超
え
て
お
り
雨

季
を
迎
え
る
た
び
に
、
ま
た
、

物
に
よ
っ
て
異
な
る
と
お
も
い

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
40
年
と

聞
き
ま
す
。
高
砂
の
沈
殿
バ
ッ

ク
は
、
40
年
を
超
え
て
お
り
雨

季
を
迎
え
る
た
び
に
、
ま
た
、

地
震
に
は
大
丈
夫
か
と
案
じ
ま

す
。
約
10
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
民

家
に
多
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
側
溝

を
活
か
し
新
た
な
水
路
を
東
に

向
け
て
確
保
す
る
な
ど
の
対
応

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

町
長
　
①
高
砂
町
の
沈
殿
バ
ッ

ク
は
、
佐
賀
県
労
働
者
住
宅
生

活
協
同
組
合
が
高
砂
団
地
を
造

成
す
る
際
に
、
団
地
内
公
園
な

ど
と
共
に
、
団
地
の
付
帯
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
。
当
時
、
団
地
内
の
一
部
の

家
庭
雑
排
水
は
一
旦
、
沈
殿

バ
ッ
ク
を
通
し
て
下
流
へ
流
す

こ
と
が
開
発
条
件
で
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
組
合
が
解
散
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
所
有
資
産
の
移
転
登

記
に
つ
い
て
、
不
動
産
を
保
有

可
能
な
地
縁
団
体
で
は
な
い
高

砂
町
へ
の
登
記
が
法
的
な
手
続

き
上
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
町
に
所
有
権
を
移
転
し
、

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
高
砂
町
で
実
施
す
る
こ
と

ア
を
募
集
す
る
の
も
策
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
温
泉
と
の
連
携
も

必
要
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
　
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
防
犯
安
全
上
の
不
安
も

あ
っ
て
樹
木
の
伐
採
等
の
対
応

が
必
要
と
な
り
、
町
道
浦
田
自

然
公
園
線
の
竣
工
を
機
に
明
る

く
利
用
し
や
す
い
公
園
と
な
る

よ
う
、
平
成
26
年
度
か
ら
除
伐

を
実
施
し
な
が
ら
管
理
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
保
安
林
指
定
の
制

限
を
遵
守
し
、
自
然
公
園
と
し

て
の
所
期
の
目
的
を
残
し
な
が

ら
、
公
園
の
利
用
促
進
と
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
町
温
泉
ひ
じ
り
乃

湯
と
の
連
携
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
方
を
誘
致
し
た
当
初
か

ら
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

実
現
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
更
に
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
火
災
警
報
器
の
電
池
寿
命
が

　
近
づ
い
て
い
る
が

議
員
　
平
成
21
年
6
月
に
町
か

ら
各
家
庭
に
1
個
火
災
警
報
器

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

電
池
寿
命
は
お
よ
そ
10
年
と
言

わ
れ
ま
す
。
点
検
も
必
要
か
と

思
い
ま
す
が
対
応
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
5
月
末
ま
で
に

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
、
安
心
･
安
全
な
町
づ

く
り
の
観
点
か
ら
、
普
及
･
啓
発

を
兼
ね
、
平
成
21
年
5
月
か
ら

6
月
に
か
け
て
、
町
内
約

2
6
0
0
世
帯
に
無
償
で
配
付
･

で
、
平
成
21
年
9
月
に
高
砂
公

民
分
館
敷
地
な
ど
12
筆
寄
付
を

受
け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
便
宜
上
登
記

簿
の
土
地
所
有
者
は
大
町
町
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
時
、

当
事
者
間
で
決
め
ら
れ
た
沈
殿

バ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

町
が
構
造
的
に
変
更
を
す
る
こ

と
は
道
理
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
た
だ
、
急
傾
斜
区
域
に
あ
る

沈
殿
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
幾

度
も
県
の
担
当
者
に
確
認
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
水
抜
き

の
機
能
等
は
正
常
に
機
能
し
て

い
る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
私
も
何
度
か
現
地
を
踏
査
し

て
お
り
、
そ
の
度
県
を
呼
ん
で

確
認
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
県
は
異
常
無
し
と
い
う
見
解

を
し
て
い
る
の
で
、
町
も
同
様

の
考
え
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
浦
田
自
然
公
園
の
活
用
方
法

　
は

議
員
　
浦
田
自
然
公
園
が
開
園

さ
れ
年
月
を
重
ね
樹
木
も
生
い

茂
り
薄
暗
い
場
所
が
増
え
利
用

者
も
ま
ば
ら
で
す
。
大
木
を
伐

採
し
空
間
作
り
を
考
え
ア
イ
デ

●浦田自然公園
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設
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
配
付
し
た
火
災
警
報
器
は
、

簡
易
な
方
法
で
点
検
が
で
き

「
警
報
器
の
故
障
」
や
「
電
池
切

れ
」
等
の
場
合
は
、
音
声
で
お

知
ら
せ
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
設
置
か
ら
10
年
が

経
過
し
、
警
報
器
本
体
又
は
電

池
交
換
の
時
期
を
迎
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
交
換
と
そ

の
後
の
点
検
方
法
に
つ
い
て
、

町
報
等
で
町
民
の
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
に
つ

　
い
て

議
員
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
援

助
が
必
要
な
方
に
対
し
て
思
い

や
り
の
行
動
を
す
る
こ
と
で

す
。
町
で
実
施
し
た
高
齢
者
対

象
の
「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
」
は

冷
蔵
庫
を
利
用
す
る
も
の
で
す

が
、
外
に
出
る
機
会
も
あ
り
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
に
取
り
組

ん
だ
ら
と
思
い
ま
す
。

　
大
人
が
理
解
し
子
ど
も
に

マ
ー
ク
の
意
味
を
教
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

の
手
助
け
が
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
に
安
心
い
た
だ
け
る
よ

う
啓
発
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

町
長
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
ご
承
知
の
通
り
義
足
や

人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る

方
、
内
部
障
害
や
聴
覚
障
害
、

難
病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
、

又
は
認
知
症
の
方
な
ど
、
外
見

か
ら
分
か
り
づ
ら
い
が
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

が
、
災
害
時
や
日
常
生
活
の
中

で
困
っ
た
と
き
に
周
囲
の
方
に

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
を

得
や
す
く
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　
普
及
啓
発
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
･
県
の
宣
伝
に
加
え
、
大

町
町
で
も
広
報
紙
へ
の
掲
載
及

び
民
生
委
員
･
児
童
委
員
協
議
会

や
、
ケ
ア
マ
ネ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
総

会
な
ど
で
説
明
を
行
い
、
周
知

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
引

き
続
き
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
及
び
「
福
祉

の
つ
ど
い
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
い
て
、
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
説
明
･
普
及
も
今
後
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
大
町
町
で
は
、
障

め
、
婦
人
会
と
下
潟
地
区
が
協

力
し
8
年
前
に
小
学
4
年
生
へ

の
伝
承
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

4
年
間
は
順
調
に
行
わ
れ
、
ボ

タ
山
わ
ん
ぱ
く
公
園
開
所
式
で

の
披
露
や
町
芸
能
祭
に
も
出
場

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
学
校
や

保
護
者
の
協
力
が
え
ら
れ
ず
、

善
意
で
頂
い
た
太
鼓
や
法
被
も

眠
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
に
か
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
「
浮
立
太
鼓
」
、
道
金

町
の
「
鉦
浮
立
」「
下
潟
面
浮

立
」
、「
小
通
豊
年
三
助
踊
り
」

「
不
動
寺
の
皿
踊
り
」「
中
島
区

女
相
撲
甚
句
」
、「
炭
坑
節
」
な

ど
、
大
町
町
の
各
地
区
で
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
承
芸

能
は
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に

よ
り
、
ま
た
、
指
導
者
不
足
、

担
い
手
不
足
に
よ
り
途
絶
え
か

け
て
お
り
、
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
分
館
長
会
に
は
、
事
務

局
か
ら
各
地
区
で
の
伝
承
芸
能

の
保
存
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
お
く
ん
ち
や
子
ど
も

浮
立
大
会
に
参
加
し
た
と
き
、

そ
こ
に
集
う
人
達
の
文
化
継
承

へ
の
思
い
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
心
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
に
異
世
代
交
流
に
よ
る
社

会
教
育
、
青
少
年
健
全
育
成
の

原
点
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
伝
承
芸
能
の
保
存
･
活

用
に
つ
い
て
、
地
域
や
社
会
教

育
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
様
々
な
方
法
で
の
次
世
代

へ
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
「
も
の
･
ひ
と

･
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

達
の
大
切
な
教
材
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
「
浮
立
太
鼓
」･「
下
潟
面
浮
立
」

･「
小
通
豊
年
三
助
踊
り
」･「
不

動
寺
の
皿
踊
り
」･「
中
島
区
女

相
撲
甚
句
」
の
伝
承
芸
能
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
で
、
大

町
町
地
域
デ
ジ
タ
ル
教
材
「
わ

た
し
た
ち
の
大
町
町
」
を
制
作

し
て
教
材
化
し
、
映
像
･
写
真
･

解
説
な
ど
の
資
料
を
、
大
町
ひ

じ
り
学
園
に
毎
年
配
布
し
、
地

域
学
習
に
活
用
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
下
潟
地
区
･
婦
人
会
の
皆
様
の

ご
指
導
に
よ
る
4
年
生
へ
の
面

浮
立
伝
承
に
つ
い
て
は
経
緯
も

把
握
し
て
お
り
、
当
時
の
児
童

害
の
あ
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ

遠
慮
な
く
頼
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
障
害
の
あ
る
人
･
な
い
人

す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
社

会
を
作
る
取
り
組
み
で
あ
る「
イ

エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
運
動
」
を
積
極

的
に
推
進
し
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
周
知
と
共
に
、
障
害
が
あ
っ

て
も
住
み
な
れ
た
町
で
共
に
助

け
合
い
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
働

く
こ
と
が
で
き
る
共
生
の
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
郷
土
芸
能
の
伝
承
と
保
存
に

　
つ
い
て

　
　
　
　
　
武 

村 

妃 

呂 

子

　議
員
　
大
町
の
郷
土
芸
能
が
消

滅
し
か
か
っ
て
お
り
危
惧
し
て

い
ま
す
。
浮
立
に
つ
い
て
は
秋

に
子
ど
も
大
会
が
あ
り
、
地
区

で
大
人
、
子
ど
も
、
幼
児
が
一

緒
に
練
習
を
重
ね
る
た
め
絆
づ

く
り
が
ち
ゃ
ん
と
出
来
て
い
ま

す
。
し
か
し
面
浮
立
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
た
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の
希
望
者
不
足
で
途
絶
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
再
開
に
向
け
た

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ひ
じ
り
学
園
学
校
運
営

協
議
会
の
議
題
と
し
、
学
校
と

の
調
整
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
浮
立
大
会
に

つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
も
従
来

ど
お
り
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
文
化
が
し
っ
か
り
と

何
ら
か
の
形
で
子
ど
も
達
に
継

承
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
と
学
校

の
繋
ぎ
役
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
祭
行
事
と
教
育
委
員
会

　
の
関
わ
り
に
つ
い
て

議
員
　
文
化
連
盟
で
行
っ
て
い

る
文
化
祭
行
事
を
町
主
催
で
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
文
化

連
盟
は
設
立
25
年
と
な
り
会
員

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

作
品
の
受
付
や
展
示
な
ど
も
困

難
で
あ
り
、
特
に
山
野
草
の
展

示
な
ど
は
搬
入
も
大
変
で
、
そ

れ
故
に
辞
退
さ
れ
る
方
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
は
県
芸
術
展

で
入
賞
さ
れ
る
方
も
多
く
、
町

よ
り
展
示
依
頼
を
し
町
民
に
そ

れ
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
に
触
れ

る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
と
お

も
い
ま
す
が
。

教
育
長
　
ふ
る
さ
と
文
化
ま
つ

り
に
つ
い
て
は
、
主
催
す
る
文

化
連
盟
の
事
務
局
長
が
随
時
教

育
委
員
会
を
訪
れ
ら
れ
、
そ
の

都
度
社
会
教
育
主
事
な
ど
が
必

要
な
指
導
助
言
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
文
化
連
盟
が
主
催

し
、
教
育
委
員
会
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
開
催
す
る
現
在
の

形
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ア
ッ
プ
し
て
開
催
す

る
現
在
の
形
を
継
続
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
の
ふ
る
さ
と
文

化
ま
つ
り
へ
の
積
極
的
な
支
援

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
評

　
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
に

　
つ
い
て

　
　
　
　
三
　
根
　
和
　
之

　議
員
　
①
雇
用
を
拡
充
す
る
た

め
に
購
入
し
た
畑
ヶ
田
地
区
の

土
地
の
造
成
計
画
や
、
企
業
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
②
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
の
た
め
に
町
内
に
低

家
賃
住
宅
を
建
設
す
る
考
え

は
。
③
子
育
て
支
援
拡
充
の
た

め
に
給
食
費
の
無
償
化
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町

外
通
学
者
へ
の
支
給
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
④
都
市
部

か
ら
の
移
住
者
を
増
や
す
た

め
、
移
住
計
画
の
策
定
や
地
方

暮
ら
し
を
斡
旋
し
て
い
る
組
織

の
会
員
に
加
入
す
る
考
え
は
。

以
上
4
点
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

町
長
　
①
畑
ケ
田
峰
山
地
区
の

土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

区
長
･
住
民
の
意
向
と
、
子
ど

も
た
ち
や
町
の
イ
メ
ー
ジ
へ
の

影
響
等
を
考
え
、
新
興
宗
教
団

体
の
進
出
阻
止
を
第
一
の
目
的

に
先
方
側
と
交
渉
を
重
ね
、
平

成
29
年
度
に
購
入
し
町
有
地
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
購
入
し
た
こ
の
土
地
の
活
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
の
副

知
事
や
政
策
部
長
を
交
え
県
と

も
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た

工
業
団
地
等
を
中
心
に
、
大
町

町
に
ふ
さ
わ
し
い
利
活
用
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
を
議
会
で
も

報
告
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
現
地
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
が
、
工
業
団
地
と
し

て
の
一
定
の
面
積
を
確
保
す
る

に
は
、
地
形
や
地
質
等
の
諸
条

件
が
影
響
し
、
相
応
の
工
事
費

が
必
要
と
な
る
結
果
が
出
て
お

り
ま
す
。

　
工
業
団
地
と
し
て
分
譲
す
る

場
合
、
土
地
購
入
価
格
と
造
成

工
事
費
を
併
せ
た
価
格
を
基
に

分
譲
価
格
と
な
り
ま
す
が
、
当

該
地
区
の
分
譲
価
格
は
、
県
内

他
市
町
の
工
業
団
地
の
相
場
か

ら
み
ま
し
て
も
か
な
り
高
く
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

今
後
も
県
の
力
を
借
り
な
が

ら
、
企
業
誘
致
や
、
そ
の
他
の

利
活
用
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
町
独
自
で

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
」
や
、「
福
祉
施
設
」
、「
コ

ン
ビ
ニ
の
弁
当
工
場
」
等
の
誘

価
委
員
か
ら
も
指
導
が
あ
っ
て

お
り
、
今
後
も
企
画
･
運
営
に
関

し
専
門
的
･
技
術
的
な
助
言
、
職

員
の
派
遣
な
ど
、
積
極
的
な
対

応
を
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
幅

広
い
援
助
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
事
務
局
内
で
社
会
教
育
主

事
の
有
資
格
者
を
増
や
す
方
策

を
具
体
的
に
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

　
昨
年
度
の
文
化
ま
つ
り
で

は
、
作
品
受
付
の
当
番
制
な
ど

が
理
事
会
で
協
議
さ
れ
、
会
員

が
交
代
で
従
事
さ
れ
た
と
聞
き

及
ん
で
お
り
ま
す
。
毎
年
鑑
賞

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
運
営
す
る
理
事
の
皆
様
、

出
演
す
る
町
民
の
皆
様
の
素
晴

ら
し
い
発
表
、
素
晴
ら
し
い
展

示
作
品
に
い
つ
も
感
動
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
自
ら
が
運
営

し
、
自
ら
が
楽
し
み
、
町
民
の

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
ふ
る

さ
と
文
化
ま
つ
り
の
継
続
、
町

の
文
化
振
興
を
教
育
委
員
会
が

下
支
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●子ども浮立大会
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致
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
諸
事
情

が
あ
り
、
実
現
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
職
員
を
1

名
、
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度

の
2
箇
年
に
渡
り
、
県
産
業
労

働
部
企
業
立
地
課
へ
派
遣
し
て

お
り
ま
す
。
県
と
の
親
密
な
パ

イ
プ
を
作
り
、
企
業
誘
致
や
情

報
収
集
等
の
業
務
に
当
た
り
ま

す
が
、
同
時
に
、
職
員
本
人
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
研
鑽
を
積
み

ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
さ
せ
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
度

も
入
れ
替
え
で
1
名
を
派
遣
し

て
お
り
ま
す
。

　
進
出
企
業
等
の
情
報
が
あ
れ

ば
、
常
時
、
報
告
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
派
遣
終

了
後
も
県
で
の
経
験
･
ス
キ
ル
を

活
か
し
て
町
の
た
め
に
活
躍
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
県
営
住
宅
を

含
め
て
今
後
、
整
理
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
議
員
ご
指
摘
の
杉
谷
団
地
、

千
場
団
地
、
及
び
泉
団
地
の
簡

易
平
屋
建
て
の
町
営
住
宅
は
、

建
築
後
47
年
か
ら
55
年
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
対
策
と
し
て
現
在
、

町
道
寺
口
線
か
ら
東
側
の
杉
谷

団
地
6
棟
の
用
途
廃
止
を
目
的

に
、
そ
の
棟
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
西
側
の
空
き
室
に
移
転

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
用
途

廃
止
後
は
解
体
を
行
い
、
そ
の

後
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
資
金
･
経
営
能
力
･
技
術

的
能
力
を
活
用
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
P
F
I
手

法
で
の
住
宅
の
建
設
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
関

し
て
は
私
の
公
約
の
一
つ
に
も

掲
げ
て
お
り
、
子
育
て
中
の
若

い
世
帯
の
お
父
さ
ん
･
お
母
さ
ん

達
へ
の
更
な
る
支
援
の
拡
充
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
応

援
施
策
に
加
え
て
早
急
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
本
議
会
で
、
ご
承
認
い
た
だ

け
れ
ば
、
7
月
分
か
ら
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
内
在
住
の

ひ
じ
り
学
園
児
童
生
徒
及
び
町

よ
う
で
す
が
、
費
用
対
効
果
も

考
慮
し
な
が
ら
、
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
と
判
断
で
き
れ
ば
参
加
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
、
町
で
は
「
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
」
に
留

ま
ら
ず
、
定
住
促
進
事
業
に
加

え
、
昨
年
度
か
ら
は
移
住
促
進

事
業
に
よ
り
民
間
賃
貸
住
宅
の

建
設
促
進
や
家
賃
補
助
等
に
よ

り
定
住
移
住
を
促
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
自
然
的
環
境
の
豊
か
な
地

域
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
営
む

こ
と
を
求
め
る
田
園
住
居
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
優
良
田
園
住
宅
」

の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
、
更
に
、
国
が
進
め
る
都

会
の
高
齢
者
を
元
気
な
う
ち
に

地
方
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
進

め
て
い
る
C
C
R
C
構
想
も
念

頭
に
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
」
等
の
整
備
も
、
移

住
の
受
け
皿
と
し
て
魅
力
あ
る

住
環
境
の
整
備
の
1
つ
の
考
え

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
河
川
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
国
道
34
号
南
に
あ
る
杉

谷
川
水
系
の
水
路
に
は
、
葦
や

ゴ
ミ
、
土
砂
等
が
堆
積
し
、
水

の
流
れ
が
遮
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
河
川
浚
渫
工

事
を
実
施
す
る
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町
長
　
町
内
の
圃
場
整
備
事
業

等
で
整
備
さ
れ
た
農
道
･
幹
線
水

路
及
び
揚
水
施
設
等
は
土
地
改

良
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け

で
、
受
益
者
で
あ
る
土
地
改
良

区
に
お
い
て
維
持
管
理
を
さ
れ

て
お
り
、
土
地
改
良
事
業
と
し

て
地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
や
、

各
地
区
で
の
農
地
･
水
多
面
的
機

能
支
払
補
助
金
等
を
活
用
し

て
、
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
水
路
は
灌
漑
用
と

し
て
の
農
業
施
設
で
あ
り
、
サ

ン
ヨ
ー
電
機
が
拡
張
さ
れ
た
際

に
地
元
と
も
話
し
合
い
の
上

で
、
現
在
の
よ
う
に
作
り
直
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
浚
渫
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土

地
改
良
事
業
で
の
実
施
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
土
地
改
良
事
業
に

は
受
益
者
負
担
が
伴
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
農
業
施
設
と
は

い
え
、
公
益
的
機
能
を
有
し
て

内
在
住
で
町
外
の
学
校
給
食
を

実
施
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
に

通
う
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
学

校
給
食
費
の
全
額
を
補
助
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

④
大
町
町
で
は
、
都
会
か
ら
の

移
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
佐

賀
県
地
域
交
流
部
さ
が
創
生
推

進
課
移
住
支
援
室
を
通
し
て
、

佐
賀
県
が
独
自
に
首
都
圏
で
開

催
し
て
い
る
移
住
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
、
本
町
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
展
示
し
て
い
た
だ
き

P
R
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

佐
賀
県
の
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
サ
ガ
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

大
町
町
の
移
住
促
進
対
策
事
業

や
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
情
報

等
も
公
開
し
て
い
た
だ
き
、
紹

介
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
議
員
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

る
「
認
定
N
P
O
法
人
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
は
、
都
市
部
で
移
住
フ
ェ

ア
を
開
催
さ
れ
て
お
り
、
加
入

す
れ
ば
、
フ
ェ
ア
の
際
に
は
町

の
移
住
促
進
対
策
事
業
関
係
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
ブ
ー
ス
を
設
け

て
町
独
自
の
P
R
活
動
や
移
住

相
談
会
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
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い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

受
益
者
負
担
の
軽
減
を
検
討
す

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
他
に
も
そ
う
い
う
箇
所
は
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

計
画
的
な
事
業
実
施
に
向
け
、

土
地
改
良
区
へ
の
相
談
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

　
国
道
34
号
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
大
型
商
業
施
設
が
開
店

し
、
国
道
34
号
の
交
通
渋
滞
が

発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

出
入
口
に
渋
滞
解
消
の
た
め
の

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
よ
う
国
土

交
通
省
に
陳
情
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
先
日
、
畑
ケ
田
地
区
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
大
型
商
業

施
設
の
国
道
34
号
側
か
ら
の
出

入
り
口
付
近
の
形
状
に
つ
き
ま

し
て
は
「
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
」･「
道
路
法
」
等
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所

管
の
国
土
交
通
省
･
佐
賀
県
･
県

警
察
本
部
が
総
合
的
に
協
議
を

行
う
「
合
同
会
議
」
の
中
で
協

議
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
指

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
西
側
を
入
口
専
用
、

東
側
を
出
口
専
用
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
協
議
の
結
果
と

な
り
ま
す
。

　
開
会
冒
頭
の
挨
拶
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
大
町
町
区
間

の
国
道
34
号
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
町
町
を
通
過
す
る
単
な

る
国
道
で
は
な
く
、
町
民
に
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て

き
た
道
路
と
し
て
町
の
安
心
安

全
な
主
要
道
路
と
位
置
づ
け
、

歩
道
や
自
転
車
道
の
設
置
、
右

左
折
レ
ー
ン
の
整
備
や
、
交
差

点
改
良
等
を
念
頭
に
、
大
町
町
･

武
雄
市
･
江
北
町
で
構
成
す
る

「
国
道
34
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促

進
期
成
会
」
の
活
動
の
中
で

も
、
国
土
交
通
省
に
要
望
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
開
会
冒
頭
に
も
申
し
上
げ
た

通
り
、
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
手
続
き
上
1
年
以
上
、
場

合
に
よ
っ
て
は
3
年
ほ
ど
か
か

る
場
合
も
あ
る
と
い
う
事
で

す
。
大
町
町
に
は
何
が
一
番
い

い
の
か
、
先
ず
は
、
町
民
代
表

や
町
内
の
自
動
車
運
送
事
業
者

な
ど
様
々
な
立
場
の
意
見
を
聞

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
そ
の
た
め
の
検
討
会

議
を
開
き
、
県
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
要
望
の
声
が
高
い

巡
回
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
等
の
選
択
を
含
め
、
持
続

可
能
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
畑
ヶ
田
地
区
の
町
道
拡
幅
に

　
つ
い
て

議
員
　
J
A
佐
賀
大
町
出
張
所

か
ら
杵
島
商
業
下
の
畑
ヶ
田
地

区
中
央
道
に
お
い
て
、
接
触
事

故
や
側
溝
へ
の
転
落
事
故
等
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
大
型
商
業

施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
と
も
な

い
、
今
ま
で
以
上
に
往
来
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
町
道
拡
幅
の

考
え
は
。

町
長
　
議
員
ご
指
摘
の
畑
ケ
田

地
区
の
町
道
中
央
線
拡
幅
に
つ

き
ま
し
て
は
、
水
路
と
並
行
し

て
い
る
幅
員
狭
小
部
の
一
部
拡

幅
と
舗
装
の
全
面
打
ち
替
え
事

業
に
平
成
30
年
度
か
ら
着
手

し
、
現
在
、
調
査
測
量
設
計
業

務
を
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
業
務
完
了
後
、
拡
幅
道

路
用
地
の
取
得
、
工
事
発
注
の

予
定
で
あ
り
、
路
側
帯
整
備
と

共
に
、
公
有
財
産
購
入
費
と
工

事
請
負
費
を
今
議
会
の
補
正
予

算
案
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　
山
　
下
　
淳
　
也

　議
員
　
公
共
交
通
機
関
の
減

便
、
ま
た
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

免
許
返
納
に
と
も
な
い
買
物
や

通
院
と
い
っ
た
生
活
に
不
可
欠

な
移
動
す
ら
非
常
に
困
難
を
き

た
す
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
が
不
安
と
不
便
さ

を
感
じ
ら
れ
て
い
る
今
、
町
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
問
い
ま
す
。

町
長
　
町
民
の
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
町
町

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
私
も
選

挙
公
約
の
中
で
、
巡
回
バ
ス
等

の
実
現
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
提
供
し
、
持
続
さ

●大型商業施設付近の国道34号

●町道中央線
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栄町
老友会

　栄町の公民分館で、地区内のメンバーが集まり、栄町老友会を開催しました。
　当地区の老友会は、みんなの顔合わせを目的として開催しており、食事をしな
がら思い思いに話をして、ストレスを発散し、ゲームやビンゴ、カラオケなどを
楽しんでおります。
　この日は、「お口のハツラツ健康講座」ということで歯科衛生士の益田先生に
来ていただき、正しい歯磨きの方法や美味しく食べるためのお口の体操を教え
ていただきました。これからも健康長寿でみんなが笑顔で幸せな生活が送れる
よう、楽しい老友会を開催していきます。　(栄町老友会　会長　徳川清春)

いつまでも健康で元気に
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平成30年9月
8月15日

大町保育園大町保育園
みんなで育てた夏野菜！みんなで育てた夏野菜！

絆

いつもニコニコ笑顔のりほちゃん。
これからも兄ちゃんと仲良く元気に大きくなってね。

左から

山下 ゆかさん　中島 ひろとさん　石橋 きりゅうさん

左から

山下 ゆかさん　中島 ひろとさん　石橋 きりゅうさん
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